
平成15年度　中小企業組合検定試験

全国中小企業団体中央会

問題  解答　　 組合運営（3）と 4

第５問

次に掲げる文章の中で、語句q～!0が正しい場合は○印を、誤りの場合はそれ

ぞれ丸付き数字ごとに掲げた選択肢の中から正しい語句を選んでその記号を、そ

れぞれ解答用紙の解答欄に記入しなさい。

１．賃金は、通貨で（ただし q会社が定めた場合には 、その指定する本人名義の

預貯金の口座に振り込むことが許される。）、直接労働者に、全額、毎月１回以

上w一定の期限を定めて支払わなければならない。

q ア　労働者の同意を得て　　　　　イ　就業規則に定めて

ウ　個別に覚書を交わして

w エ　一定の期日を定めて　　　　　オ　一定の範囲を定めて

カ　毎月25日又は毎月末に

２．使用者は、労働者に対して少なくとも e毎週１回 の休日を与えなければなら

ない。１回の休日とは、原則として暦のうえの１日、すなわち午前零時からの

24時間である。

e ア　毎月４回以上　　イ　毎週２回　　ウ　国民祝日及び毎月４回以上

３．休日の振り替えとは、あらかじめ休日と定められた日を r労働日とし、その

代わり他の労働日を休日とすることである。この場合、前もって労働させる休

日に代わるべき他の休日を特定し労働者に示しておかなければならない。

なお、当該r労働日についてはt時間外割増賃金を支給しなければならない。

r ア　休日勤務　　　　イ　休日出勤

t ウ　休日割増賃金を支給しなければならない

エ　通常の賃金を支給をすれば足りる

４．使用者が労働時間を延長し、労働させた場合又は午後10時から午前５時（原

則）までの間に労働させた場合には、その時間又はその日の労働については、
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通常の労働時間又は労働日の賃金の y２割５分 、また休日に労働させた場合に

はu３割以上の率で計算した割増賃金を支給しなければならない。

y ア　３割　　　　　イ　３割５分　　　　ウ　５割

u エ　２割５分　　　オ　３割５分　　　　カ　５割

５．使用者は、就業規則の作成又は変更について、当該事業場に、労働者の過半

数で組織する労働組合がある場合にはその労働組合、労働者の過半数で組織す

る労働組合がない場合には労働者の過半数を代表する者の i同意を得 なければ

ならない。

i ア　意見を聴き、合意し　　　　イ　意見を聴か

６．就業規則で、労働者に対して減給の制裁を定める場合には、その減給は、１

回の額が平均賃金の o１日分の半額 を超え、総額が１賃金支払期における賃金

の総額の!020分の１を超えてはならない。

o ア　１日分　　　　イ　２日分　　　　　ウ　３日分

!0 エ　10分の１　　　オ　５分の１　　　　カ　２分の１

［解　答］

第５問

（問題と解答連載おわり）

1． 2． 3． 4． 5． 6．

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

ア エ ○ ○ エ ○ オ イ ○ エ

スポットＮＥＷＳ

平成16年度小企業者モデル組合指定書伝達式を開催
江東リサイクル協同組合、協同組合立石仲見世共盛会を指定

－東京都中央会ー
東京都中小企業団体中央会は10月18日、東京都中小企業会館会議室において、平成16

年度小企業者モデル組合指定書伝達式を開催した。これは小企業者組合（組合員の3／4以
上が従業員数５人以下［商業・サービス業では２人以下］である組合）のうち、他の模範
となる組合をモデル組合に指定するもの。同指定を受けた組合が行う教育情報提供事業等
及び他の小企業者組合に対する成果普及事業に対して助成をすることにより、小企業者組
合の設立の促進、運営の向上等を図るため、実施されている。
本年度は、江東リサイクル協同組合と協同組合立石仲見世共盛会の２組合が指定された。


